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令和4年度 人間総合科学研究群 カウンセリング学位プログラム 

入学試験問題 
 
 

   解答上の注意  

 １. この問題冊子は、表紙も含めて７頁、問題は３問あります。 

２.  問題１、問題２、問題３ともに、所定の答案用紙を使用して下さい。 

 ３. 更紙（何も印刷されていない紙）は下書き用です。 

 ４. それぞれの答案用紙の所定の欄には、必ず、受験番号を記入して下さい。 

 ５. ローマ字・算用数字は１マスに２文字記入して下さい。 

その場合も、解答字数は１マスで１文字と数えます。 

 ６. 解答し終わった答案用紙は裏返しにふせて、上から順に、問題1-1、問題1-2、 

  問題1-3、問題1-4、問題２、問題３となるように机上に置いて下さい。その他の用紙は、

別にまとめて置いて下さい。 

 ７. 配布された全ての用紙（問題冊子、答案用紙６枚、下書きの更紙１枚）は、一切、室外に持ち 

   出すことはできません。 
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問題 1  

以下の7つの用語について、それぞれ 100字～200字の範囲で説明しなさい。 

 

① 共同注意  (joint attention) 

 

② 第1種の過誤と第2種の過誤 (type I and type II errors) 

 

③ バランス理論（P-O-X モデル）［balance theory (P-O-X model)］ 

 

④ 協働（協同）学習 (cooperative learning) 

 

⑤ クレペリン検査 (Kraepelin Psychodiagnostic Testing) 

 

⑥ マインドフルネス (mindfulness) 

 

⑦ ストレスチェック (stress check) 
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問題２  

 

下記の文章を読んで、以下の問いに答えなさい。 

 

１．文章の内容を 200字以内で要約しなさい。 

２．小論の内容を踏まえながら、グローバル化する社会の中でコミュニケーションの誤解や行

き違いを回避するためどのようなことが必要か、あなたの見解を 400 字以内で述べなさい。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
＜出典 町惠理子（2009）．「コミュニケーションとは何か：コミュニケーションのメカニズ

ム」 八代京子・町惠理子・小池浩子・吉田友子「異文化トレーニング：ボーダーレス社会を

生きる」 三修社 45-82 頁 一部改変＞ 

tokai.kyoko.gn
カウM審議03
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問題３ 

 

以下の図は、厚生労働省が、「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法

律（以下、障害者虐待防止法）」に基づき、都道府県労働局が把握した、使用者による障害者虐

待の状況等を取りまとめた「平成30年度使用者による障害者虐待の状況等」の結果の一部であ

る。これらの図を参照しながら、以下の問いに答えなさい。 

 

１．これらの図から読み取れる障害者虐待に関する問題を、300字以内で論じなさい。 

２． また、１．で指摘した問題について、より詳細に分析するためには、他にどのような調査

を行う必要があると考えるか。あなたが必要だと考える調査の方法や対象、項目などにつ

いて、300字以内で記述しなさい。 
 

 

（注記）取りまとめ期間：平成30 年４月１日～平成31 年３月31 日までに対応が完了したもの 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【虐待の定義】（障害者虐待防止法第２条第８項第１号から５号） 

身体的虐待： 

障害者の身体に外傷が生じ、若しくは生じるおそれのある暴行を加え、又は正当な理由なく障

害者の身体を拘束すること。 

性的虐待： 

障害者にわいせつな行為をすること又は障害者をしてわいせつな行為をさせること。 

心理的虐待： 

障害者に対する著しい暴言、著しく拒絶的な対応又は不当な差別的言動その他の障害者に著

しい心理的外傷を与える言動を行うこと。 

放置等による虐待： 

障害者を衰弱させるような著しい減食又は長時間の放置、当該事業所に使用される他の労働

者による上記３つの虐待行為と同様の行為の放置その他これらに準ずる行為を行うこと。 

経済的虐待： 

障害者の財産を不当に処分することその他障害者から不当に財産上の利益を得ること。 
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（１）虐待が認められた事業所数（把握の端緒別） 
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■ 四捨五入による端数処理の関係で合計が100％にならないことがある。
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（２） 虐待が認められた障害者数 
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（３） 虐待が認められた障害者数（障害種別・虐待種別） 

①障害種別 ②虐待種別

（単位：人）

経済的虐待
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心理的虐待
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放置等に
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知的障害
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■ 障害種別や虐待種別については、重複しているものがある。
■ 四捨五入による端数処理の関係で合計が100％にならないことがある。  

（４） 被虐待者の就労形態別内訳 

正社員
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■ 四捨五入による端数処理の関係で合計が100％にならないことがある。

 




